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左 国分寺市多喜窪遺跡 勝坂式縄文式土器（国指定重要文化財）

右 東大和市八幡谷戸遺跡（奈良橋八幡神社南）から発見された大量の打製石器

縄文人の生活カレンダー

狩猟採集、移動を中心とする縄文時代観から、

最近では、縄文稲作の研究が進むほど、縄文人の

生活に対する認識は変化しています。

東村山市の下宅部遺跡は縄文晩期の遺跡ですが

直径４０セン

チもあろうかと

思われる木材が

加工されて、ト

チやクルミの実

の灰汁抜きをし

た食料加工場が

あります。精巧

な模様の土器。

稲作の時代（弥生時代）

残念ながら、東大和市内では、現在のところ、弥生時代の遺跡が発見されていません。東大

和市の狭山丘陵から南に広がる台地には、水の関係から、水田耕作ができなかったと考えられ

ます。空堀川の縁に多少の森林がある程度で、一面に茅の原ではなかったかと推定されます。

そのため、原への進出は江戸時代まで待たなければならなかったようです。
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所沢市に属する狭山丘陵の中の遺跡のイラストで、東大

和市にある谷戸と同じような状況を表しています。丘陵の

中の弥生遺跡からは、縄文時代に使われていた石器が一緒

に出ることがあり、ことによると、縄文時代の影響が残っ

ていたのかも

知れません。（

所沢市教育委

員会 ぼくら

の祖先達は―

日向遺跡編―

ｐ２０－２１）

東大和市で

も、発見されることを期待したいものです。

所沢市日向遺跡の家と道具

所沢市教育委員会「ぼくらの祖先達は日向遺跡編」から引用

弥生時代の時代区分 普通、次のように分けられますが、様々な意見があります。

前期 紀元前３～前２世紀

中期 紀元前１～後１世紀

後期 紀元後２～後３世紀

古墳時代

弥生時代に生産性を高めた人々

は、次ぎに古墳時代を生み出しま

した。

左は埼玉県行田市 丸墓山古墳、

直径１０２メートルという日本一大

きい円墳。６世紀建造説があ

り、有名な辛亥銘鉄剣を出土

した稲荷山古墳と接して造ら

れています。

左は「吉見の百穴」と親し

まれている横穴墓。現在２２

２基が確認されています。家

族墓で７世紀の古墳です。
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狭山丘陵の古墳

山下後遺跡１号墳、２

号墳

位置 所沢市柳瀬川

中流左岸 下図７

１号墳 径１２．６㍍

２号墳 径１０．３㍍

７世紀前半～中葉

村中遺跡

位置 同上標高８０㍍

径１３．５㍍

６世紀後半～７世紀

初頭

善棚東遺跡

位置 同上

径２０㍍

７世紀初頭

海谷遺跡

（武蔵村山市史上ｐ２２４） 位置 同上

径２６㍍

７世紀中頃

狭山丘陵の古墳時代遺跡

東大和市域には古墳時代の遺物が表面採集としてありますが、発掘された遺跡はありません。

古墳

７ 所沢市山口 山下後遺跡 円墳 ２基 ７世紀中葉

所沢市柳瀬 滝之城横穴墓群 ７基 ７世紀中葉

９ 所沢市北秋津 北秋津横穴墓群 １基 ７世紀中葉

集落、住居跡

１ 日向北遺跡 かまど跡 鬼高期 東村山市多摩湖町

２ 吉祥山遺跡 火災住居址と生活跡 鬼高期 武蔵村山市中藤
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３ 後が谷戸遺跡 流路、溝（木製品土器片） 武蔵村山市岸

４ お伊勢山遺跡 住居址 １４軒 和泉、鬼高期 所沢市三ヶ島

５ 日向遺跡 住居址 ２４軒 鬼高期 所沢市三ヶ島

６ 高峰遺跡 住居址 ３３軒 和泉、鬼高期 所沢市北野

６ 野竹遺跡 住居址 ９軒 鬼高期 所沢市北野

古墳時代の時代区分

時 期 区 分 土 師 器 の 編 年

前期 ４世紀 五領式 （埼玉県 東松山市 五領遺跡）

中期 ５世紀 和泉式 （東京都 狛江市 和泉遺跡）

後期 ６～７世紀 鬼高式 （千葉県 市川市 鬼高遺跡）

右は所沢市三ヶ島

の日向遺跡で発掘さ

れた住居址と土器。

４軒の住居跡が発

見されています。丘

陵の南斜面で、近く

に川があり、畑をつ

くっていました。

土器の形式から６

世紀から７世紀頃の

ものと考えられてい

ます。住居は竪穴を

掘って４本の柱らで

屋根を支え、多くは

北側に竈を持ちます。

この竈は外側に煙り

出しをつけたもので、火の効率と生活の快適性を追求してい

ます。竈では土器の蒸し器を使って、ヒエやアワ、米（陸稲

を含む）を蒸して食料としたと考えられれています。

Ⅳ 谷戸の開発がはじまった（奈良・平安時代）
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東大和市にも、奈良・平安時代になると人が住み始めました。それは谷戸の湧き水を利用す

る極めて小規模な生活でした。上の図は「廻田谷ツ遺跡」の住居址とツボです。精力的に分析

が進められて、奈良・平安から鎌倉時代までの範囲が考えられています。

（明治１５年迅速図）

地元の住民が「メグッ

タ田んぼ」と呼んだ「水

田」を耕して生活の基盤

にした最初の住民といえ

るかも知れません。

家は竪穴で、大きさは一

辺が４㍍弱、北側にカマド

を附けています。これで東

大和市内で発見された中で

は最大です。多摩湖第四遺

跡（貯水池の中）の家は一

辺が２㍍です。

上ノ台遺跡は清水神社の

南に位置します。一辺３．

４㍍で、平安時代前半のも


